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図 1：(a) sCMOSカメラ (左)と CCDカメラ (右)のダークレベルのノイズの比較。(b)
sCMOSカメラ使用時の、Q/I=1(赤) U/I=1(緑) V/I=1(黒)入力に対する偏光変調。 (c)
2014年 10月 8日に飛騨での観測で得られた活動領域NOAA12182のHα・Fe I 6569 ス
ペクトロへリオグラム。上が太陽の北。






























































したデータから IQUV を導出した。波長はHe I 10830 A(彩層上部)を使用した。 He 線
は波長が長く、ランデ因子が大きいため、 Zeeman 効果を観測しやすいという特徴があ
る。磁場診断には Hanle 効果と Zeeman 効果を用いた彩層  プロミネンス磁場診断ツー
ルである HAZEL (HAnle and ZEeman Light; Asensio Ramos et al., 2008) を用いた。



















(澤田 真平 (茨城大学) 記)
活動領域NOAA 12192中の磁場発展と黒点の生成・成長過程

































(a) (b) : ひので/SOTによって観測された 23 日および 24 日の観測データ。背景は光球
の視線磁場強度、赤等高線は黒点暗部の輪郭。青矢印は磁場の向き。(A)、(B)は観測対
象の黒点。(c) (d) : 飛騨 DST によって観測された 23 日および 24 日の観測データ。背景
は彩層の視線磁場強度、等高線は黒点暗部の輪郭。(A)、(B)は観測対象の黒点
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時間関数 f(x, y, t）の時間軸複素フーリエ級数展開は，
N 
f(x, y， れ 乞 9n (X,y)dnムwl （ムω 三 字 ）百＝－N








](x, y, t) � L 9n(X, y)elnC:.wt 
叫＝－N
T t-T/2＋乞；：＝lαnsin(nムwt)+ [f (x, y, t)] o T 
を考える。 右辺第2項は， 積分境界値の条件を満たし，
かつ［O,T］のフーリエ積分によっても90,91, . .  · , 9Nを
変化させない滑らかな関数として選ばれたものであり，







る。η＝ 0, 1の式からFa（川）を消去すると， n 2': 2の荷重積分方程式（2）を， 時日の係数 U内と
θ θ 既知の駆動項Fo(x,y）三 ［ f(x,y,t）］ ； をもっ偏微分方
Vx一 ＋ v11 ー ）｛91(x, y)-go（川）｝ + jムw91(x,y) = 0 程式と見なし，これを数値的に解くことにより9n（川）θz y 811 を求めることを考える。 フーリエ級数の展開次数の増
となり，91 (x, y）は周波数ムωの複素正弦波との相関画 大は， 画像の時間と空間の解像度向上， すなわち運動
像， go(x, y）は強度画像であり， 時間相関イメージセ ぼけの除去に直結するからである。
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(a）強度画像go(x,y) (b）栢関画像91(x,y)
(c）速度ベクトル分布 {d）連続時間再現阿像（t = 0.5) 
Fig. I. 黒点付近の太陽像への適用結果。 強度画像｛a）には運動ぼけが顕著だが， 相関画像（b）に豊富で高解像度のパター
ンが捉えられている。（c）はこれらを用いて求めた速度場を線の長さと方向および色で5両衆おきに表したもの。 実際には
全画素で速度が求められる。（d）は搬像された90,91に， 推定した92,93,94,95を加えて再現したt = 0.5 にお け る 画像 。
CTの反復再構成法のART(algebgraic reconstruction 
technique）を！日＂lると， たを反復のl.r:!l数として，
g�k+l)(x,y) = g�k)(x,y）一入｛ [f(x, y, t）］� 
θ θ  
＋（町一＋vー＋jnムw)g�k）（川）｝θz uθu 
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